
教員のための
博物館の日

in宮崎

日 時 平成29年8月4日（金）
１０：００～１５：４０

会 場 宮崎県総合博物館
参加費 無 料（特別展入場料も無料！）

主催 宮崎県総合博物館 宮崎科学技術館 国立科学博物館

共催 公益財団法人日本博物館協会（予定）

後援 文部科学省（予定）

博物館は
学習資源の
宝庫！

「教員のための博物館の日」

のねらい

まずは来てもらう

博物館に親しんでもらう

そして・・・

学習資源を授業で使ってもらう！

対 象 幼稚園、保育所、認定こども園、小学校、中学校、高等学校、
中等教育学校、特別支援学校、高等専門学校等の教員等。
その他に教育関係者、教員志望の学生も含みます。



事前申込みのお願い（７月３１日必着）

申込み お問合せ先

宮崎県総合博物館 （担当：岩切勝彦）

〒880-0053
宮崎市 神宮2丁目4－4
TEL 0985-24-2071
FAX 0985-24-2199

※ お問合せはお電話にてお願いします。

特別展 南極展

博物館の夏の特別展”南極展”の担当学芸員が、どのような視点で今回の特別展

を設定したのかなど、普段は聞くことのできない裏話を交えた、この日だけの特

別なギャラリートークが行われます。※観覧料は必要ありません。

この日の博物館は先生のための「特別」がいっぱい！

先生も楽しむ博物館のススメ

演習Ⅰ

博物館を利用した

「むかしの道具」の学習

対象：小学校

内容：小学校3年生社会科で学習する「む

かしの道具」。博物館では学校団体の利

用に対応したプログラムをご用意してい

ます。実際にご利用いただいている解説

の体験の後、先生方の意見を取り入れた

クイズシートを作ります。

先生のための体験型ワークショップ
貸し出し資料の利用の仕方及び体験活動

体験時間 １４：０５～１５：１５

むかしの道具体験

国指定重要文化財の旧黒木家で、民家園

ボランティアの協力により、石臼（いしう

す）や唐箕（とうみ）など、むかしの道具を

実際に使う体験ができます。

 

9:30 10:00    10:10   11:45   13:15              15:40 

受付 開会行事 
全体説明 

演  習 
昼食 

 

・南極展ギャラリートーク 

・体験型ワークショップ 

 

閉会行事 

タイムテーブル

ギャラリートーク

演習Ⅱ

自然史展示室を利用した

「学びのヒント」

対象：幼・小・中・高校

内容：宮崎の博物館における学校団体で

の利用が多い１階自然史展示室の展示解

説の体験や、資料の説明を聞きながら各

学校の状況に応じたクイズシートをつくり

ます。

演習Ⅲ

博物館を利用した

「触察体験プログラム」

対象：特別支援学校

内容：特別支援学校向けにご用意した体

験プログラムがあります。実際にプログ

ラムを体験していただき、学校の状況に

応じた体験プログラムを先生方とともに

考えます。

博物館は、校外学習でご利用いただける、展示室や収蔵資料を活用した学習プログラムをご用意しています。

学年や校種に応じた、次の３つ中のからお選びいただき、参加された先生方と学芸課職員でオリジナルの学びを考えます。

体験時間 １０：１０～１１：４５

博物館が提供する貸し出し資料を紹介します。貸出し手続

きの方法や授業での活用事例の紹介を含め担当部門職員

が対応します。また、民家園ではボランティアによるむかし

の道具体験や宮崎科学技術館の体験ブースもあります。

体験時間 １３：１５～１３：５５
日本南極観測６０周年記念

【歴史部門】

伊能図、防空ずきん、蒙古襲来絵詞な

どの写真パネルなど

【考古部門】

実物資料をもとに、縄文式土器・弥生式

土器、石器の用途を学びます。

【民俗部門】

むかしの道具や服など、実際に

触ったり着たりする体験ができます。

【植物部門】

シダの生活史模型,押し葉標本など

【動物部門】

イノシシの頭骨や昆虫標本など

【地質部門】

人類頭骨レプリカや化石標本など

【宮崎科学技術館】

ダジックアースの紹介や、プラネタリ

ウムで提供可能な学習プログラム

もご紹介します。

学習資源を利用した博物館の楽しみ方

・必要事項（氏名、所属、連絡先、午前中に希望する演習）を電話かＦＡＸで

申し込みください。

・所属単位（団体）で参加される場合は、代表の方がお電話でお申し込み
ください。

・特別展無料入場の確認など、各催しの円滑な運営のために事前申込み
にご協力ください。


